
福井大学における原子力人材育成
－原子力立地地域の資源を生かして－

福井大学では、平成16年4月に大学院工学研究科に「原子力・エネルギー安全工学専攻」を新設し、
その後平成21年4月に「附属国際原子力工学研究所」を設置して国内外の原子力研究・教育体制を

構築してきた。東日本大震災以降は原子力防災・危機管理や廃止措置にも力を入れ、地元との協力
体制も構築しながら、継続的に原子力人材を育成する取り組みを推進している

（２）燃料デブリ分析コース
①デブリ物性・分析研究（各大学）
②模擬燃料演習（遠隔講義）
③燃料デブリ実習（JAEA大洗）
④臨界管理実習（京大炉KUCA）

（３）廃炉技術開発コース
①廃炉技術開発研究（各大学・機関）
②非破壊検査実習（福井大）
③放射線管理・計測実習（福井工大）
④放射性核種分析実習（福井大）

（１）廃止措置技術コース
① 廃止措置技術研究（福井大）
② 廃止措置技術セミナー（楢葉、１F見学）
③ 廃止措置技術実習（楢葉）
④ 廃止措置国際セミナー（楢葉）
⑤ 廃止措置工学学生サミット（楢葉）
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福島第一原子力発電所の燃料デブリ分析・廃炉技術に
関わる研究・人材育成

１F廃炉現場のニーズを踏まえた中長期的視点での基盤研究
を実施
１F廃炉における課題解決に貢献できる高い知識と社会貢献
意識を持った 広い専門分野の若手人材を継続的に育成

高校生、高専生（導入レベル）
原子力工学への理解促進のためのプログラム
・原子力プラント構成理解（施設見学・シミュレーターによる概略理解実習）→原子力体感スクール
・放射線理解（講義・実習）→原子力導入教育プログラム（福井高専）

高専専攻生、大学学部生（中級レベル）
原子力技術者育成プログラム

・原子力プラントの安全性理解（シミュレーターによるシビアアクシデント理解実習、地震・津波
による影響理解講義・実習、実装置による熱流動現象実験、材料健全性評価実習、放射線計
測、材料評価）→原子力安全・危機管理スクール、原子力体感スクール

大学院生（上級レベル）
原子力工学上級技術者プログラム

・原子力プラント安全確保策理解（シミュレーターや模擬実験装置による現象理解と
事象進展理解実習）→高度ﾌﾟﾗﾝﾄｼﾐｭﾚｰﾀｰ実習（日本原子力発電（株）敦賀総合研
修ｾﾝﾀｰ）
・原子力防災理解（講義・演習）→原子力安全・危機管理スクール

福井大独自の取り組み（人材育成機能）

・原子力防災危機管理体制の構築（双方向
ネットワーク、避難シミュレーター、放射能拡
散影響評価シミュレーター、地震・津波影響
評価シミュレーターなどの整備を実施中）
・COC事業など地域連携体制の構築（施設相

互共同利用体制、立地地域コミュニティへの
アウトリーチ活動、）
・廃止措置にかかる人材育成カリキュラム

・高校‐高専‐大学‐大学院が連な

る継続的原子力人材育成プログ
ラム及び実施体制の構築

・原子力発電所立地地域の知
見・資産を生かした包括的人材
育成プログラムの充実

原子力人材の総合的育成にむけた原子力発電所立地機関の
連携教育体制構築
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スシミュレータ
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シミュレータ

炉心過渡事象の理解

燃料棒特性の理解

熱水力挙動の理解

炉心圧力、
冷却材温度、
冷却材流量、
その他

詳細な
３次元
出力分布

シミュレーションの境界条件

原子炉の挙動に関する
大局的な理解
(RELAP5の可視化)
（上級者にはMAAP5も用意）

炉物理・燃材料・熱水力に関する挙動と
それらの相互作用についての理解
(RAMBO‐T, FEMAXI‐6, COBRA‐ENなど）

・一人1台のノートパソコンを使って、各自のスピードと興味に基づいた
シミュレーション解析と原子炉挙動の経時変化を追っていける環境。
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平成２８年４月、工学部 機械・システム
工学科に「原子力安全工学コース」を設
置しより幅広い原子力人材の育成に努め
ます。
（学生数20～30人/学年、学部－修士6年
一貫教育による高度人材育成も実施）

統合

福井には、各種発電所(PWR,BWR,FBR,建設前、

廃止措置中）、研究施設、人材育成施設があ
り、産・学・官での協力体制が構築されている。


